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第二回溶融事故における核燃料関連の課題検討ワーキンググループ 議事録（案） 

 

日 時：平成２３年１１月４日（金） １３：３０～１６：３０ 

 

場 所：〒１０８－８２１５ 東京都港区港南２－１６－５ 

三菱重工ビル３階３０５会議室 

ＴＥＬ：０３－６７１６－３１１１（大代表） 

http://www.mhi.co.jp/company/location/contents/map/shinagawa.html 

 

出席者（敬称略、順不同）： 

山中（阪大）、寺井（東大）、永瀬（原子力機構）、逢坂（原子力機構）、木下（電中研）、尾

形（電中研）、鈴木（三菱原子燃料）、木戸（ＮＤＣ）、大脇（原燃工）、宇根（ＮＦＤ）、草

ヶ谷（ＧＮＦ－Ｊ）、黒崎（阪大） 

オブザーバー：姉川（東京電力）、北嶋（日本原子力発電）、安部田（三菱商事）、伊藤（Ｎ

ＤＣ）、水迫（ＮＦＤ） 

講師：工藤（原子力機構） 

 

資料 

２－１ シビアアクシデント時の燃料からの放射性物質放出 

２－２ 核燃料部会運営小委員会における議論の紹介 

２－３－１ ＷＧ活動内容の公開について 

２－３－２ 「溶融事故における核燃料関連の課題検討ワーキンググループ」設立趣意書 

２－３－３ 「溶融事故における核燃料関連の検討ワーキンググループ」メンバー 

２－４ ワーキンググループの進め方に関する意見 

２－５ 溶融事故における核燃料関連の課題検討ワーキンググループ活動内容（案） 

２－６－１ ２０１２年春の年会（３／１９－２１）企画セッション提案書 

２－６－２ ２０１２年度軽水炉燃料・材料・水化学夏期セミナープログラム(改訂案) 

 

議 題：（敬称略） 

（１）ＷＧ主査挨拶（大阪大学・山中伸介） 

ＷＧ主査の大阪大学山中伸介教授より挨拶があった。 

 

（２）新委員の紹介（幹事） 

幹事より、新委員として東京大学の寺井隆幸氏と電中研の木下幹康氏が紹介された。ま

た、三菱原子燃料の藤井創氏から鈴木嘉章氏への委員の交代が紹介された。オブザーバー

参加のＮＦＤの水迫文樹氏とＮＤＣの伊藤邦博氏が紹介された。 
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（３）シビアアクシデント時の燃料からの放射性物質放出（原子力機構・工藤 保）（資料

２－１） 

原子力機構の工藤氏より、シビアアクシデント時の燃料からの放射性物質放出に係る研

究課題が紹介された。その要点は以下の通り。 

シビアアクシデント時の燃料からの放射性物質放出実験では、それまでデータの少なか

った領域の実験を実施してきた。燃料が溶融するような高温実 験においては、融点直下か

ら燃料の軟化に伴ってセシウムの放出速度が増大することを示した。ＭＯＸ燃料を対象と

した実験からは、燃料のタイプによる放射性物質放出の相違は見られなかった。また、燃

料の酸化及び溶融の複合的な影響がセシウムの放出に大きく寄与することを示した。 

 

（４）核燃料部会企画小委員会における議論の紹介（幹事）（資料２－２） 

本ＷＧに関して、核燃料部会企画小委員会でなされた議論が紹介された。企画小委員会

でなされた議論をもとにＷＧにおいて議論したところ、ＷＧで取り扱う事象とＷＧの進め

方を明確にし、活動内容を適切に公開していくことが重要である旨が確認された。 

 

（５）ＷＧ活動内容の公開について（幹事）（資料２－３－１、２－３－２、２－３－３） 

ＷＧの活動内容の公開について議論がなされた。その結果、以下の結論を得た。 

① 学会の活動という観点から、本ＷＧの活動内容については公開を前提とする。 

② 公開する内容は、以下の四点とする。 

１．趣意書とメンバーリスト 

２．ＷＧの活動内容を端的にまとめたもの 

３．ＷＧの議事録 

４．ＷＧでの講演資料（ただし講師の先生より了承をいただいた分についてのみ） 

③ 公開のタイミングは、以下の通りとする。 

１．はできるだけ早急に、２．はまとまり次第、３．４．はＷＧの議事録が確定次第で

きるだけ早急に、公開するものとする。 

④ 以上の情報は、日本原子力学会核燃料部会ＨＰで公開するものとする。 

⑤ １．の趣意書とメンバーリストについては、幹事より早急に、核燃料部会に対して、Ｈ

Ｐにおいて公開いただくよう依頼するものとする。その際、第一回及び第二回ＷＧが開

催された事実もあわせて公開いただくようお願いする。 

 

（６）ＷＧにおける活動内容の提案（電中研・尾形孝成）（資料２－４） 

（７）ＷＧにおける活動内容の提案（ＮＤＣ・木戸俊哉）（資料２－５） 

ＷＧにおける活動内容の提案が、電中研の尾形孝成委員とＮＤＣの木戸俊哉委員より紹

介された。これら二つの提案をもとに、本ＷＧにおける活動内容について議論がなされた。 
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（８）その他、次回ＷＧの日程調整等（幹事）（資料２－６－１、２－６－２） 

 途中出席でオブザーバー参加の東京電力株式会社の姉川尚史氏より挨拶いただいた。 

日本原子力学会２０１２年春の年会（２０１２年３月１９日～２１日）において、「福

島第一原子力発電所事故を踏まえた核燃料分野の課題」というタイトルで、核燃料部

会が企画セッションを開催する旨が紹介された。ＷＧ主査の山中教授が、当日座長を担

当することが報告された。 

 ２０１２年度軽水炉燃料・材料・水化学夏期セミナー（２０１２年７月１１日～１３日）

において、本ＷＧの活動に関連する内容で講演の依頼がある旨が紹介され、依頼に答え講

演を行うことが了承された。講演者については、セミナー側担当者と相談したうえで後日

決定することとなった。 

次回ＷＧは十二月末に東京地区で行われる予定であることが確認された。正式な日

時・場所は、後日幹事より連絡されることとなった。 

 

以上 

 

 


